
　
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
、
生
ご

み
を
良
質
な
堆
肥
に
す
る
処
理
方

法
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２１
日
㈯
午
前
９
時

半
～
１１
時

□
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ

ザ
（
長
島
町
）

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
参
加
費
　
▽
市
民
＝
無

料
　
▽
市
外
＝
２
０
０
円

※
別
途
、
材
料
費
が
必
要

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
ぼ
か

し
３
袋
進
呈
し
ま
す
。

申
・
問
　
ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ

志
２
５
―
１
５
１
５
（
月
、
火
曜

日
休
館
）

　
市
内
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に

「
学
習
支
援
講
座
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
み

ん
な
熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
数
学
の
講
師
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１１
月
～
平
成
３０
年
２
月

（
毎
週
金
曜
日
）
午
後
６
時
半
～

８
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
北
中
学
校
か
山

岡
コ
ミ
セ
ン

□
定
員
　
１
人

□
内
容
　「
自
学
自
習
」
の
学
習

支
援
。

□
申
込
期
間
　
随
時

申
・
問
　
学
校
教
育
課
（
内
線
４

５
０
）

　
玄
関
や
床
の
間
に
飾
れ
る
陶
器

の
干
支
絵
馬
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

干
支
の
置
物
は
幸
運
を
も
た
ら
す

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
３０
年

の
干
支
は
い
ぬ
で
す
。

　
初
心
者
の
方
で
も
簡
単
に
作
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ

い
。

□
と
き
　
１１
月
１２
日
㈰
午
前
１０
時

～
正
午
　

□
と
こ
ろ
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー

□
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
１
５
０
０
円

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

□
締
め
切
り
　
１１
月
１１
日
㈯

□
作
品
の
引
き
渡
し
　
１２
月
下
旬

申
・
問
　
山
岡
陶
業
文
化
セ
ン

タ
ー
志
５
６
―
４
５
６
７
（
木
曜

日
休
館
）

　
平
成
２４
年
３
月
に
策
定
し
た
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変

更
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し

ま
す
。
同
計
画
は
平
成
４２
年
を
目

標
年
次
と
し
て
、
都
市
づ
く
り
に

関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す

も
の
と
な
り
ま
す
。
計
画
変
更
案

は
都
市
住
宅
課
か
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（http://w

w
w

.city.
ena.lg.jp/

）で
閲
覧
で
き
ま
す
。

□
募
集
期
間
　
１０
月
２
日
㈪
～
１３

日
㈮

□
募
集
方
法
　
任
意
の
様
式
に
❶

氏
名
❷
住
所
❸
連
絡
先
❹
意
見
―

を
明
記
し
、
直
接
持
参
か
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
で
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※
表
題
を
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
な
ど
と
し
て
く
だ
さ
い

□
変
更
点
　
❶
第
２
次
恵
那
市
総

合
計
画
策
定
に
伴
う
変
更
❷
武
並

町
、
三
郷
町
周
辺
に
お
け
る
工
業

団
地
開
発
❸
大
井
町
岡
瀬
沢
地
区

へ
工
業
拠
点
と
し
て
工
業
、
産
業

を
推
進

申
・
問
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
都
市
住
宅
課
（
本

庁
舎
２
階
、
内
線
２
３
８
）、
思

２
５
―
８
２
９
４
、
糸toshijyu

taku@
city.ena.lg.jp

　
市
立
恵
那
病
院
で
は
糖
尿
病
を

学
ん
で
健
康
管
理
を
す
る
た
め
、

糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
第

７
回
は
「
糖
尿
病
食
を
食
べ
て
み

よ
う
」
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１１
月
１
日
㈬
午
後
０
時

半
～
午
後
１
時
半

□
と
こ
ろ
　
市
立
恵
那
病
院

□
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
富
田
由
乃
氏
（
市
立
恵

那
病
院
管
理
栄
養
士
）

□
締
め
切
り
　
１０
月
２５
日
㈬

申
・
問
　
市
立
恵
那
病
院
医
事
課

志
２
６
―
２
１
２
１
（
平
日
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時
）

　
平
成
３０
年
４
月
１
日
採
用
予
定

の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
と
人
数
　
▽
管
理
栄
養
士

＝
１
人
程
度
（
４０
歳
ま
で
）

※
年
齢
は
平
成
３０
年
４
月
１
日
現

在□
一
次
試
験
　
▽
と
き
＝
１１
月
１３

日
㈪
　
▽
と
こ
ろ
＝
市
役
所
内
会

議
室

□
申
し
込
み
方
法
　
❶
職
員
採
用

試
験
申
込
書
❷
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
❸
写
真
２
枚
（
６
カ
月
以
内
撮

影
、
無
帽
、
上
半
身
正
面
、
縦
約

５
×
横
約
４
㌢
、 

裏
面
に
氏
名
を

記
載
。
う
ち
１
枚
は
申
込
書
に
添

付
。）
❹
返
信
先
を
記
載
し
た
返

信
用
封
筒
（
縦
約
２３
×
横
約
１２
㌢

の
封
筒
に
８２
円
切
手
を
貼
る
）
―

を
添
え
て
、
直
接
持
参
か
郵
送
で

申
し
込
む
（
詳
し
く
は
受
験
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

※
申
込
書
類
は
、
市
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.city.ena.
lg.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

□
締
め
切
り
　
１０
月
３１
日
㈫
午
後

５
時
15
分
（
必
着
）

申
・
問
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）
総
務
課
（
本
庁
舎

３
階
、
内
線
３
１
５
）

　
平
成
３０
年
４
月
か
ら
こ
ど
も
園

や
私
立
保
育
園
、
小
規
模
保
育
所

に
入
園
を
希
望
す
る
園
児
を
募
集

し
ま
す
。
入
園
申
し
込
み
に
よ
り

教
育
・
保
育
の
必
要
性
に
応
じ
た

支
給
認
定
を
行
い
ま
す
。

入
園
の
基
準

　
次
に
示
す
区
分
に
よ
り
、
家
庭

の
状
況
に
応
じ
て
希
望
す
る
コ
ー

ス
を
選
択
し
ま
す
。

三
つ
の
認
定
区
分

　
園
児
の
年
齢
や
保
護
者
の
就
労

状
況
な
ど
に
よ
り
、「
１
号
認
定

（
幼
児
コ
ー
ス
）」「
２
号
認
定
（
幼

保
コ
ー
ス
）」「
３
号
認
定
（
保
育

コ
ー
ス
）」
の
三
つ
の
認
定
区
分

が
あ
り
ま
す
（
表
１
）。

保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

　
幼
保
コ
ー
ス
か
保
育
コ
ー
ス
で

保
育
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
い

ず
れ
か
の
事
由
に
該
当
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

❶
就
労
（
昼
間
、
夜
間
、
フ
ル
タ

イ
ム
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
自
営
業
、

在
宅
勤
務
な
ど
）
❷
出
産
予
定
日

２
カ
月
前
、
出
産
２
カ
月
後
❸
保

表１【三つの認定区分と保育時間】

表２【こども園・保育園などの入園対象や定員など】
種

類
園名 定員 対象年齢 開園時間 電話番号 受付日

公
立

城ヶ丘こども園 １８０ ０歳～ ７：３０～１９：３０ ２５-２５３９ １０月２７日㈮
大井こども園 ９０ ３歳～

７：３０～１９：００

２５-３２３１ １０月２５日㈬
二葉こども園 １０５ ３歳～ ２５-２２６５ １０月１６日㈪
長島こども園 ９０ １歳～ ２５-２７２０ １０月１７日㈫
やまびここども園 ７５ ０歳～ ２７-３２５０ １０月２７日㈮
東野こども園 ２５ ３歳～ ２５-２８３６ １０月２４日㈫
みさとこども園 ８０ １歳～ ２６-３８０８ １０月２３日㈪
武並こども園 １２０ ０歳～ ２８-２０３６ １０月２４日㈫
中野方こども園 ５０ ０歳～ ２３-２５１８ １０月１９日㈭
飯地こども園 ２０ ２歳～ ２２-３０２８ １０月２０日㈮
岩村こども園 １６０ ０歳～ ４３-２２０９ １０月１６日㈪
山岡こども園 ９０ ０歳～ ５６-２２５５ １０月１８日㈬
明智こども園 １１５ ０歳～ ５４-２０３０ １０月２０日㈮
串原こども園 ２０ ２歳～ ５２-２５０８ １０月２６日㈭
上矢作こども園 ５０ ０歳～ ４８-３１１１ １０月１８日㈬

私
立

千草保育園 ７０ ０歳～ ７：３０～１８：００ ２６-５２２５ １０月２６日㈭
ルンビニー保育園 ６０ ０歳～ ７：２０～１８：３０ ２６-１９６１ １０月１９日㈭
小規模保育所
ちゃお １９ ０～２歳 ７：３０～１９：３０ ２６-２２５６ １１月 １日㈬

護
者
の
疾
病
・
負
傷
・
障
が
い
な

ど
❹
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
中
の

親
族
の
介
護
・
看
護
❺
災
害
復
旧

❻
求
職
活
動
中
（
保
育
コ
ー
ス
の

み
）
❼
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
）

❽
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
（
家
庭
内
暴
力
）

の
恐
れ
が
あ
る
❾
育
児
休
業
中
、

家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
の

継
続
利
用
�
そ
の
他
（
❶
か
ら
❾

に
類
す
る
状
態
）

募
集
の
詳
細

□
対
象
　
平
成
３０
年
４
月
１
日
～

９
月
３０
日
に
入
園
を
希
望
す
る
子

ど
も
。
０
歳
児
は
産
後
５７
日
目
か

ら
入
園
で
き
ま
す
が
、
岩
村
こ
ど

も
園
と
上
矢
作
こ
ど
も
園
は
生
後

６
カ
月
を
経
過
後
か
ら
で
す
。

※
平
成
３０
年
１０
月
１
日
以
降
の
途

中
入
園
の
申
し
込
み
は
、
入
園
希

望
の
６
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま

す□
申
込
書
配
布
　
１０
月
２
日
㈪
か

ら
▽
新
入
園
児
＝
幼
児
教
育
課
、

各
園
　
▽
在
園
児
＝
通
園
中
の
園

□
提
出
先
　
▽
新
入
園
児
＝
第
１

希
望
の
園
　
▽
在
園
児
＝
通
園
中

の
園

□
受
付
日
時
　
園
の
指
定
す
る
受

付
日
（
表
２
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

※
新
し
く
入
園
を
希
望
す
る
方
は

お
子
さ
ん
の
様
子
も
見
ま
す
の
で

一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
転
園

を
希
望
す
る
方
も
同
様
で
す
）

□
持
ち
物
　
入
園
申
込
書
（
支
給

認
定
申
請
書
）、
申
込
補
助
票
、

印
鑑
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
チ
ェ
ッ

ク
表
、
世
帯
全
員
分
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
通
知
カ
ー
ド
、
保
護
者
の
本

人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

□
そ
の
他　

申
し
込
み
内
容
を
確

認
後
、
支
給
認
定
証
を
交
付
し
ま

す
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
調
整

し
、
結
果
は
施
設
利
用
内
定
通
知

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。詳
細
は
、

申
込
書
と
一
緒
に
配
布
す
る
入
園

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
幼
児
教
育
課
（
西
庁
舎
４
階
、

内
線
４
３
４
）

認定区分 年齢 保育時間（就労などの時間による）

  幼児コース（１号認定） 満３歳以上 午前８時半～午後２時

  幼保コース（２号認定） 満３歳以上 保育短時間（８時間）／保育標準時間（１１時間）

  保育コース（３号認定） 満３歳未満 保育短時間（８時間）／保育標準時間（１１時間）
※幼保コース・保育コースでは、保護者の就労などの時間によって「保育短時間（８時間）」と「保育標準時間（１１
時間）」　いずれかの利用ができます

※定員は目安です　※対象年齢区分は平成３０年４月１日現在の年齢です

干え

と支
絵
馬
作
り
教
室
の
参

加
者

生
ご
み
堆
肥
講
座
の
受
講

生

糖
尿
病
教
室
の
参
加
者

市
の
職
員

平
成
３０
年
度
の
こ
ど
も
園
・

保
育
園
の
入
園
児

募
集

学
習
支
援
講
座
（
数
学
）

の
講
師

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

計
画
変
更
案
へ
の
意
見

▲いぬの絵が入った絵馬

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　　　　　　　　　　　　　　　　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 
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野
生
鳥
獣
個
体
数
調
整
の
担
い

手
で
あ
る
狩
猟
者
を
確
保
す
る
た

め
「
わ
な
猟
免
許
」
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
取
得
を
考
え
て
い

る
方
に
狩
猟
の
持
つ
社
会
的
意
義

や
狩
猟
の
楽
し
み
、
狩
猟
に
関
す

る
知
識
な
ど
の
講
習
を
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
９
日
㈭
午
前
１０
時

□
と
こ
ろ
　
瑞
浪
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

□
申
し
込
み
方
法
　
電
話
で
申
し

込
む
。

□
申
込
期
間
　
１０
月
１７
日
㈫
～
３１

日
㈫

問

申
・

　
一
般
社
団
法
人
岐
阜
県

猟
友
会
志
０
５
８
―
２
７
２
―
８

３
９
８

　
野
生
鳥
獣
個
体
数
調
整
の
担
い

手
で
あ
る
狩
猟
者
と
な
る
た
め
の

狩
猟
免
許
試
験
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
１１
月
２５
日
㈯
午
前
９
時

半
～
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
中
濃
総
合
庁
舎
（
美

濃
市
）

□
種
類
　
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免

許
、
第
一
種
銃
猟
免
許
、
第
二
種

銃
猟
免
許

□
内
容
　
知
識
試
験
、筆
記
試
験
、

技
能
試
験

□
料
金
　
▽
新
規
＝
５
２
０
０
円

▽
一
部
免
除
者
＝
３
９
０
０
円

※
料
金
は
収
入
証
紙
で
受
け
付
け

ま
す

□
申
し
込
み
方
法
　
市
役
所
林
政

課
（
西
庁
舎
３
階
）
に
備
え
付
け

の
申
込
書
に
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
直
接
持
参
か
郵
送
で
申
し

込
む
。

□
申
込
期
間
　
１０
月
２７
日
㈮
～
１１

月
１０
日
㈮

問

申
・

　
〒
５
０
９
︱
７
２
０
３

長
島
町
正
家
後
田
１
０
６
７
︱
７

１
恵
那
県
事
務
所
環
境
課
志
２
６

︱
１
１
１
１

　
市
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

は
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
を
獣
肉
へ
活

用
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

鳥
獣
被
害
に
対
し
て
地
域
ぐ
る
み

で
活
動
を
し
た
い
方
や
ジ
ビ
エ
で

事
業
を
始
め
た
い
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２７
日
㈮
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
振
興
事
務
所

問
　
市
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
協
議

会
（
林
政
課
内
・
内
線
３
６
３
） 

　
１０
月
１７
日
㈫
か
ら
２３
日
㈪
ま
で

は
「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す
。

医
薬
品
を
正
し
く
使
用
す
る
こ
と

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
医

薬
品
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
あ
る

時
は
、
医
師
や
薬
剤
師
な
ど
の
専

門
家
に
相
談
し
て
、
適
切
に
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

問
　
県
恵
那
保
健
所
生
活
衛
生
課

志
２
６
︱
１
１
１
１

　
ふ
る
さ
と
の
先
人
、
下
田
歌
子

を
顕
彰
す
る
下
田
歌
子
賞
。
今
年

も
短
歌
の
部
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
推
薦
作
品
を
投
票
し
て
い
た
だ

き
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
す
。
今

回
の
テ
ー
マ
『
志
―
夢
・
願
い
―
』

を
感
じ
る
作
品
に
ぜ
ひ
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

□
期
間
　
１０
月
１３
日
㈮
～
２６
日
㈭

□
と
こ
ろ
　
市
役
所
本
庁
舎
１
階

ロ
ビ
ー
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
、

各
コ
ミ
セ
ン
、
市
中
央
図
書
館
、

中
山
道
広
重
美
術
館
、
中
山
道
ひ

し
屋
資
料
館
、
岩
村
歴
史
資
料
館

□
投
票
方
法
　
小
学
生
の
部
と
中

高
生
の
部
、
一
般
の
部
で
、
事
前

審
査
を
通
過
し
た
作
品
の
中
か
ら

推
薦
す
る
１
首
を
投
票
用
紙
に
記

入
し
、
投
票
す
る
。

□
発
表
・
表
彰
　
１２
月
１６
日
㈯
岩

村
コ
ミ
セ
ン
で
、
部
門
別
に
得
票

数
の
多
い
上
位
５
首
を
発
表
し
、

表
彰
し
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
志
２
５
︱
５
７
１
１

　
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が

今
年
か
ら
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
に
な
っ
て
、
全
国
の
宝
く

じ
売
り
場
で
発
売
さ
れ
ま
す
。
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、

１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
５
億
円
、

２
等
１
千
万
円
で
す
。
新
た
に
当

た
り
が
多
い
前
後
賞
付
き
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
も
発
売
さ

れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対
策
な

ど
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

□
販
売
期
間
　
１０
月
１１
日
㈬
～
１０

月
３１
日
㈫

□
当
選
金

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

▽
１
等
＝
３
億
円
×
１０
本
　
▽
前

後
賞
＝
各
１
億
円
×
２０
本
　
▽
２

等
＝
１
千
万
円
×
２０
本

※
販
売
総
額
３
０
０
億
円
・
１０
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

▽
１
等
＝
３
千
万
円
×
４０
本
　
▽

前
後
賞
＝
各
１
千
万
円
×
８０
本
　

▽
２
等
＝
５０
万
円
×
４
０
０
本

※
販
売
総
額
１
２
０
億
円
・
４
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合

□
抽
選
日
　
１１
月
９
日
㈭

問
　
財
務
課
（
内
線
３
３
６
）

　
議
会
だ
よ
り
や
地
域
の
回
覧
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
議
会
報
告
会
で
す
が
、
諸

事
情
に
よ
り
延
期
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
新
し
い
開
催
日
が
決

定
次
第
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

□
延
期
す
る
議
会
報
告
会
　

❶
▽
と
き
＝
１０
月
１７
日
㈫
　
▽
と

こ
ろ
＝
武
並
コ
ミ
セ
ン
　
❷
▽
と

き
＝
１０
月
１９
日
㈭
　
▽
と
こ
ろ
＝

串
原
コ
ミ
セ
ン

問
　
議
会
事
務
局（
内
線
４
０
３
）

　市では市民の皆さんの結婚や出産を記念して、１０月２日㈪からお祝い事業を次のと
おり始めます。

　結婚、出産を迎えた市民の方へ市からお祝いの気持ちを込めて、エーナを取り入れた市オリジ
ナルの婚姻届、出生届を作成しました。これらの届けは市民課窓口、各振興事務所で受け取るこ
とができるほか、市のウェブサイトからダウンロードすることができます。出生届は市立恵那病
院にもあります。さらに、提出後も記念となるよう各届のコピーをオリジナル台紙に貼って、お
渡しします。

　市に出生届を提出された方に、エーナオリジ
ナルカーステッカー２枚をお祝いの品として渡
します。

　市民課窓口横に撮影用のパネルを用意しまし
た。婚姻届提出の記念に写真を撮ることができ
ます。

問　市民課（内線148）　　子育て支援課（内線267)

カーステッカーをプレゼント記念撮影パネルが登場

恵那市オリジナルの婚姻届、出生届

議
会
報
告
会
の
延
期

薬
と
健
康
の
週
間

下
田
歌
子
賞
「
短
歌
の
部
」

一
般
投
票
を
開
始

案
内

平
成
２９
年
度
狩
猟
免
許
試

験

ジ
ビ
エ
研
修
会

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
な
ど
の
販
売

狩
猟
免
許
講
習
会

結婚、出産という人生の節目を迎える大切な日が、
さらにすてきな日となるようお手伝いします。

▲オリジナル婚姻届と台紙 ▲オリジナル出生届と台紙

▲エーナオリジナルカーステッカー▲結婚記念撮影パネル（イメージ）
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平
成
３０
年
１
月
７
日
㈰
午
後
１

時
か
ら
、
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で

成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
は
申

し
込
み
不
要
で
す
が
、
住
民
票
が

市
外
に
あ
る
方
は
、
１１
月
２４
日
㈮

正
午
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
該
当
者
に
は
、
１２
月
上
旬
に
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。

□
対
象
　
平
成
９
年
４
月
２
日
～

平
成
１０
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

申
・
問
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
４

７
３
）

　
認
知
症
と
共
に
歩
む
人
や
そ
の

家
族
、
地
域
の
人
、
医
療
・
福
祉

の
専
門
職
が
集
う
さ
さ
ゆ
り
認
知

症
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

　
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な

が
ら
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い

知
識
や
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
こ
と
で
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
明
る
く
前
向
き
に
生
活

で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
書

籍
や
、
認
知
症
の
当
事
者
に
よ
る

書
籍
な
ど
を
集
め
た
「
認
知
症
の

人
に
や
さ
し
い
図
書
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
２０
日
㈮
午
後
２
時

～
４
時
　

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
料
金
　
無
料

□
対
象
　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家

族
、
地
域
の
方
、
認
知
症
に
関
心

の
あ
る
方
な
ど
ど
な
た
で
も

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
１
７
２
）

　
第
１
子
の
誕
生
を
迎
え
る
親
を

対
象
と
し
た
パ
パ
マ
マ
学
級
を
開

催
し
ま
す
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い

た
り
、
沐も

く
よ
く浴

の
仕
方
を
学
ん
だ
り

し
ま
す
。

□
と
き
　
１０
月
１５
日
㈰
午
前
１０
時

（
受
け
付
け
開
始
は
午
前
９
時
半
）

□
と
こ
ろ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
長
島
町
）

□
対
象
　
平
成
３０
年
１
月
、
２
月

に
第
１
子
の
誕
生
を
迎
え
る
夫
婦

※
対
象
者
に
は
別
途
案
内
を
送
付

し
ま
す

□
講
師
　
堀
春
美
先
生
（
社
会
教

育
指
導
員
）

問
　
子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
７

１
）

　
市
で
は
骨
髄
な
ど
の
移
植
や
、

骨
髄
な
ど
の
提
供
希
望
者
の
登
録

を
推
進
す
る
た
め
、
助
成
金
を
交

付
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

□
対
象
　
公
益
財
団
法
人
日
本
骨

髄
バ
ン
ク
を
通
し
て
、
骨
髄
や
末

梢
血
幹
細
胞
の
提
供
を
完
了
し
た

本
人
と
、
そ
の
提
供
者
を
雇
用
し

て
い
る
事
業
所

※
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
が
あ
る
場
合

は
助
成
対
象
外

□
助
成
金
額
　
▽
提
供
者
＝
通
院

な
ど
に
つ
き
１
日
２
万
円
（
上
限

７
日
）　
▽
事
業
所
＝
提
供
者
の

通
院
な
ど
に
つ
き
１
日
１
万
円

（
上
限
７
日
）

※
助
成
金
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

□
そ
の
他
　
１１
月
２４
日
㈮
午
前
１０

時
か
ら
１１
時
半
と
午
後
１
時
か
ら

４
時
ま
で
、
市
役
所
会
議
棟
前
で

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
会
を
開
催
し
ま

す
（
申
し
込
み
は
不
要
）。

問

申
・

　
健
幸
推
進
課
（
西
庁
舎

２
階
、
内
線
２
８
９
）

　
８
月
２３
日
の
可
燃
ご
み
処
理
中

に
、大
き
な
金
属
ご
み
（
金
づ
ち
）

が
混
ざ
っ
て
お
り
、
ご
み
処
理
施

設
の
機
械
が
停
止
す
る
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。

　
可
燃
ご
み
に
不
燃
ご
み
が
混
入

し
て
い
る
と
機
械
が
故
障
し
、
ご

み
の
処
理
が
で
き
な
く
な
る
だ
け

で
は
な
く
、
修
理
に
多
額
の
費
用

が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
可
燃

ご
み
に
不
燃
ご
み
を
入
れ
な
い
よ

う
再
度
注
意
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
環
境
課
（
内
線
２
０
８
）

　
１０
月
第
３
日
曜
日
は
「
全
国
ど

こ
で
も
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
診
）
が
受
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
し

て
い
る
日
で
す
。

　
市
立
恵
那
病
院
で
は
、
女
性
放

射
線
技
師
に
よ
る
日
曜
日
の
乳
が

ん
検
診
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
１０
月
１５
日
㈰
午
前
８
時

半
（
受
付
時
間
は
予
約
時
間
に
応

じ
て
変
わ
り
ま
す
）

□
対
象
　
４０
歳
以
上

※
市
外
在
住
の
方
も
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す

□
定
員
　
３５
人
程
度

※
乳
が
ん
検
診
を
初
め
て
受
け
る

方
や
、
平
日
に
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
を
優
先
し
て
受

け
付
け
し
ま
す

□
費
用
　
❶
５
０
０
円
（
乳
が
ん

検
診
ク
ー
ポ
ン
を
お
持
ち
の
方
は

無
料
）
❷
市
外
在
住
の
方
は
４
９

３
７
円

□
持
ち
物
　
保
険
証
、
カ
ー
デ
ィ

ガ
ン
、
髪
を
ま
と
め
る
ゴ
ム

□
申
込
期
限
　
１０
月
１２
日
㈭

申
・
問
　
市
立
恵
那
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
志
２
０
―
１
６
５
８

（
平
日
午
後
２
時
～
４
時
半
）

日
曜
日
の
乳
が
ん
検
診

案
内

パ
パ
マ
マ
学
級
を
開
催

投票日は１０月２２日㈰
　１０月２２日㈰に衆議院議員総選挙、最高裁判所裁判官国民審査が行
われます。この選挙は、私たちの生活に結び付く大切な選挙です。大

切な権利を放棄しないで、投票に出掛けてください。

　　選挙管理委員会（内線５５０）

 ●投票の種類と時間、場所

□種類　小選挙区選挙、比例代表選挙、最高
裁判所裁判官国民審査の３種類です。
□時間　午前７時～午後８時（ただし笠置町、
中野方町、飯地町、山岡町、明智町、串原、
上矢作町は午後７時まで）
□投票所　有権者には、投票入場券を郵送し
ます。入場券に記載してある投票所へお越し
ください。入場券がなくても、本人が確認で
きれば投票できます。

□不在者投票　投票日の６日前までに、選挙人名
簿のある選挙管理委員会へ問い合わせください。
不在者投票ができるのは、次の方です。
❶選挙管理委員会が、不在者投票施設に指定して
いる施設に入院や入所している方
❷出張や市外で長期滞在中の方。その場合、滞在
先の市町村選挙管理委員会で投票ができます。
□郵便投票　体に重度の障がいがあるため、投票
所へ出掛けることが困難な方は、在宅のまま郵便
で投票できます。郵便投票を行うには、事前に市
選挙管理委員会に申請し「郵便投票等投票証明書」

の交付を受ける必要があります。証明書の発行に
日数が掛かりますので、早めに手続きください。
　

 ●投票ができる方

　市の選挙人名簿に登録されていて、次の条
件を満たす方は、投票ができます。
❶平成１１年１０月２３日までに生まれた方　
❷平成２９年７月９日までに住民票を作成す
るか、転入届をして引き続き市内に居住して
いる方
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第４８回衆議院議員総選挙、第２４回最高裁判所裁判官国民審査

 ●用事があれば期日前投票を

　仕事や外出、地域の行事などの理由で、
１０月２２日㈰に投票できない場合は、市役所
や各振興事務所で期日前投票ができます。期
日前投票は、どの会場でもできます。

選挙の不在者・郵便投票は早めに

【期日前投票できる期間、会場】

とき ところ

１０月１１日㈬～２１日㈯
  
 午前８時半
　　　　～ 午後８時

市役所会議棟

１０月１６日㈪～２１日㈯

 午前８時半
　　　　 ～ 午後６時

各振興事務所

※入場券がなくても、本人が確認できれば期日
前投票をすることができます

【郵便投票ができる方】
手帳の種類 障がいの種別と等級

身体障害者
手帳

両下肢・体幹・移動機能＝１級・２級
心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・
小腸＝１級・３級
免疫機能・肝臓障がい＝１級～３級

戦傷病者手
帳

両下肢・体幹＝特別項症～第２項症
心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・
小腸・肝臓＝特別項症～第３項症

介護保険被
保険者証 要介護状態区分が要介護５
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▲可燃ごみに混入していた金づちの残骸

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　
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